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ご

あ

い

さ

つ
同
窓
会
長

増

田

豊

拝
啓時

下
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
ご

活
躍
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
、
同
窓
会
活
動
に
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
秋
一
〇
月
二
四
日
㈯

一
八
時
よ
り
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
同
窓
会
創
立
四
〇
周
年
記

念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
六
四
名
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
後
半
に
は
故
大
塚

誠
会
員

の
奥
様
に
大
塚
会
員
の
功
績
を
称

え
表
彰
状
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
再
会
を
喜
び
、
美

酒
に
乾
杯
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
記

念
品
を
お
配
り
し
て
ま
た
の
再
会

を
約
束
し
て
お
開
き
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
大
学
祭
期
間
中

︵
一
〇
月
二
三
～
二
五
日
︶
に
第

二
回
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
卒
業
生
と
語
る
会
︵
母
校
と
共

催
︶
の
開
催
を
通
し
て
在
学
生
と

交
流
す
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
山
岡
副
学
長
、
蟹
江
事

務
局
長
、
増
田
の
三
者
会
談
で
学

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
隔
年
開
催
は
盛

り
上
が
り
に
欠
け
る
と
の
理
由
か

ら
毎
年
開
催
す
る
こ
と
で
意
見
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
本
年
一
月
の
同
窓

会
定
例
役
員
会
に
高
崎
教
授
を
招

い
て
第
二
回
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
学
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
括
を
行
う
と
共

に
、
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
毎
年
開
催
の
決
定
に
至
り
ま
し

た
。
今
回
も
大
学
祭
期
間
中
に
開

催
す
る
こ
と
で
、
卒
業
生
と
の
交

流
を
通
し
て
チ
ー
ム
医
療
の
大
切

さ
や
働
き
な
が
ら
で
も
医
療
技
術

学
な
ど
へ
の
研
究
心
も
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
何
卒
、
皆
様
の

体
験
・
知
識
を
学
生
に
伝
授
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
母
校
へ
来
て

下
さ
い
。
更
に
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
に
参
画
し
て
い
た
だ
け

た
ら
、
ど
ん
な
に
学
生
に
刺
激
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の

ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

敬
具

第
二
回
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

第
二
回
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
学
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
平
成
二
七
年
一
〇
月
二
四

日
㈯
岐
阜
医
療
科
学
大
学
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
﹁
チ
ー
ム
医
療
の
現
状

と
課
題
﹂
と
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

一
般
演
題
で
は
同
窓
生
を
中
心
に

一
三
名
が
発
表
し
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、﹁
臨
床
検
査
・
診

療
放
射
線
・
看
護
﹂
の
各
分
野
で

活
躍
す
る
同
窓
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
領
域
の
立
場
で
﹁
チ
ー
ム
医

療
﹂
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
有

意
義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
岐
療
祭
期
間
中
に

開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
同
窓
生
だ

け
で
な
く
、
在
学
生
や
母
校
教
職

員
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関市市平賀長峰795-1
岐阜医療科学大学

同 窓 会
☎(0575)22-9401

題字／岐阜医療科学大学学長
間野忠明様

岐
阜
医
療
科
学
大
学
同
窓
会

創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

昨
年
一
〇
月
二
四
日
㈯
一
八
時

よ
り
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
花
の

間
に
て
六
四
名
の
出
席
を
い
た
だ

き
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
日
本
診
療
放
射
線

技
師
会
理
事

畦
元

将
吾
氏
・

母
校
か
ら
は
事
務
局
長
蟹
江
尊
徳

様
を
招
き
、
式
典
で
は
同
窓
会
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式

を
挙
行
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
様
︵
敬
称
略
︶

杉
浦

武
︵
名
誉
教
授
︶

只
野

憲
二
︵
名
誉
教
授
︶

三
宅

正
美
︵
元
学
生
部
長
︶

伊
藤

道
廣
︵
元
同
窓
会
長
︶

故

大
塚

誠
︵
元
同
窓
会
副
会
長
︶

木
村

泰
︵
元
同
窓
会
会
長
︶

熊
崎

勝
良
︵
元
Ｏ
Ｂ
会
会
長
︶

田
口

安
博
︵
元
臨
検
友
会
会
長
︶

森

晴
雄
︵
元
同
窓
会
会
長
︶

辞
退

故

小
林

瑞
穂
︵
元
学
長
︶
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短

Ｒ

五

回

生

第
二
回
同
窓
会

場
所
：
名
古
屋
市
︵
中
村
区

呑

み
屋

か
ぶ
と
︶

日
時
：
二
〇
一
三
年
一
一
月
三
〇

日
︵
土
︶
一
七
時

参
加
人
数
：
一
二
名
︵
男
性
一
〇

名
、
女
性
二
名
︶

短
大
Ｒ
科
一
組
の
同
窓
会
が
先

日
行
わ
れ
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、

静
岡
か
ら
計
一
二
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
同
窓
会
は
卒
業
後
二

回
目
で
約
二
〇
年
ぶ
り
で
し
た
。

み
ん
な
容
姿
の
変
化
が
あ
る
の
か

な
ー
ー
ー
と
思
い
ま
し
た
が
、
誰

だ
か
分
か
ら
な
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

は
残
念
な
が
ら
お
ら
ず
意
外
と
み

ん
な
若
々
し
く
感
じ
ま
し
た
。
一

次
会
は
二
時
間
と
い
う
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
短
大
時
代

の
ク
ラ
ス
で
の
様
子
や
い
ろ
い
ろ

な
思
い
出
を
語
っ
て
と
て
も
懐
か

し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
二

次
会
も
一
〇
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ

り
、
大
変
に
盛
り
上
が
り
同
窓
会

は
終
わ
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
二

〇
一
四
年
秋
に
舘
山
寺
温
泉
で
泊

り
が
け
で
同
窓
会
を
行
う
と
い
う

話
も
出
て
大
変
に
楽
し
み
に
し
て

お
り
、
ク
ラ
ス
の
多
く
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
て
も
ら
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
共

に
時
を
過
ご
し
た
Ｒ
科
二
組
や
Ｍ

科
な
ど
と
合
同
し
て
行
わ
れ
る
こ

と
も
考
え
て
親
睦
を
深
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
は

幹
事
を
務
め
て
く
れ
た
倉
橋
く
ん
、

横
田
く
ん
、
会
務
お
疲
れ
様
で
し

た
。
ま
た
、
会
を
補
助
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
岐
阜
医
療
科
学
大
学

同
窓
会
の
方
々
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

安
部

威
彦

国
際
医
学
総
合
技
術

学
院

Ｒ
七

同
窓
会

Ｒ
七
同
窓
会
が
大
分
は
別
府
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
三
〇
回
日
本
診
療

放
射
線
技
師
学
術
大
会
に
併
せ
て

の
開
催
で
あ
り
、
技
師
会
の
勤
続

三
〇
年
表
彰
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
参
加

者
は
岐
阜
か
ら
五
名

三
重
か
ら

二
名

愛
知
・
静
岡
・
滋
賀
・
広

島
・
大
分
・
鹿
児
島
か
ら
各
一
名

の
多
様
な
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。

同
級
生
に
加
え
、
学
校
か
ら
小
野

木
先
生
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
総

勢
一
四
名
が
九
州
の
旨
い
酒
と
料

理
に
舌
鼓
、
特
に
関
ア
ジ
は
絶
品

で
し
た
。
三
一
年
ぶ
り
に
出
会
う

方
も
い
ま
し
た
が
、
卒
業
し
た
の

が
ま
る
で
昨
日
の
よ
う
に
時
間
の

隔
た
り
を
感
じ
ず
、
会
話
に
も
花

が
咲
き
ま
し
た
。
し
か
し
確
実
に

時
は
流
れ
て
お
り
風
貌
は
丸
く
穏

や
か
で
、
目
尻
の
笑
い
じ
わ
も
深

く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
日
本
一

の
温
泉
地
の
夜
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
十

分
に
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
平
成
二
八
年
の
第
三
二
回
学

術
大
会
は
岐
阜
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
そ
の
折
に
は
今
回
来
る

事
が
出
来
な
か
っ
た
方
た
ち
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
大
同
窓
会

が
で
き
た
ら
幸
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

稲
垣

秀
司

放
射
線
技
術
学
科

一
期
生

同
窓
会

岐
阜
医
療
科
学
大
学
放
射
線
技

術
学
科
一
期
生
で
同
窓
会
を
行
い

ま
し
た
。

日
時
：
平
成
二
七
年
七
月
一
八
日

㈯

一
九
時

場
所
：
樞

名
駅
店

事
の
発
端
は
去
年
の
一
一
月
一

日
、
第
七
回
中
部
放
射
線
医
療
技

術
学
術
大
会
で
、
担
任
の
片
渕
先

生
に
お
会
い
し
た
こ
と
で
し
た
。

二
二
年
に
卒
業
し
て
か
ら
同
窓

会
は
一
度
も
な
く
、
五
周
年
と
言

う
キ
リ
の
良
い
時
期
も
重
な
り
、

先
生
の
一
声
で
今
回
の
会
が
決
ま

り
ま
し
た
。

恩
師
六
名
、
学
生
二
三
名
と
小

規
模
な
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
東

京
な
ど
遠
方
か
ら
も
参
加
頂
き
ま

し
た
。

久
し
ぶ
り
で
も
皆
相
変
わ
ら
ず

で
、
思
い
出
話
が
良
い
酒
の
肴
と

な
り
ま
し
た
。

馬
鹿
話
を
し
な
が
ら
も
専
門
の
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話
で
盛
り
上
が
り
、
学
生
時
代
に

は
無
か
っ
た
医
療
従
事
者
と
し
て

の
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ご

多
忙
中
、
多
数
ご
出
席
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。幹

事
：
村
上

慶

短

Ｍ

二

回

生

同

窓

会

平
成
二
七
年
一
〇
月
三
一
日
㈯

名
古
屋
栄
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に

て
Ｍ
科
一
・
二
組
合
同
の
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

二
回
生
卒
業
生
九
三
名
中
、
三

七
名
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
ま

し
た
。
傘
寿
を
迎
え
る
微
生
物
学

の
三
宅
教
授
に
も
出
席
頂
き
、
懐

か
し
さ
に
加
え
感
動
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

卒
業
後
二
八
年
の
月
日
が
流
れ

て
お
り
、
う
ろ
覚
え
の
記
憶
を
お

互
い
に
繋
ぎ
合
わ
せ
、
学
生
時
代

の
思
い
出
を
鮮
明
に
描
い
て
楽
し

み
ま
し
た
。

仕
事
の
都
合
で
、
や
む
を
得
ず

欠
席
し
た
仲
間
の
メ
ー
セ
ー
ジ
か

ら
は
、
職
場
で
中
核
的
存
在
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。
担
任
の
佐
藤
郁
子
先
生
、

竹
内
よ
し
子
先
生
は
、
残
念
な
が

ら
欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
況
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
寄
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

同
じ
経
験
、
同
じ
時
間
を
共
有

し
た
仲
間
は
、
今
で
も
深
く
記
憶

に
残
り
、
人
生
の
宝
物
で
す
。

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

せ
た
満
足
感
を
胸
に
、
再
会
を
期

し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

短
Ｍ
科
二
回
生

渡
辺

浩
之

国

Ｍ

七

回

生

同

窓

会

平
成
二
七
年
一
〇
月
一
一
日
㈰

に
岐
阜
駅
近
郊
の
岐
阜
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
一
一
階
に
於
い
て
、
国

際
医
学
昭
和
五
六
年
度
卒
業
・
Ｍ

科
七
回
生
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
卒
業
生
三
四
％
︵
四
六
名
︶

の
参
加
で
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日

は
恩
師
の
三
宅
先
生
・
只
野
先

生
・
島
澤
先
生
に
ご
参
加
頂
き
、

卒
業
以
来
三
四
年
ぶ
り
に
再
会
で

き
た
人
も
あ
り
、
学
生
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
様
で
思
い
出

話
や
近
況
報
告
な
ど
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初
久
し

ぶ
り
の
再
会
で
顔
と
名
前
が
一
致

し
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
直
ぐ
に

思
い
出
し
、
み
な
話
に
夢
中
に
な

り
笑
顔
・
笑
顔
が
溢
れ
、
あ
っ
と

い
う
間
に
二
時
間
半
が
過
ぎ
話
の

尽
き
な
い
中
、
次
回
の
再
会
を
約

束
し
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

幹
事

加
納
和
彦
・
土
川
清
子
・

古
田
美
佳

同窓会助成金運用規程
（目的）

第１条 この規程は、岐阜医療科学大学同窓会（以下同窓会という）会則第４条第２号並
びに第４号に基づき、本同窓会助成金運用規程にてらし助成金運用を図る。

（適応範囲）
第２条 会員相互の親睦事業が有意義に、また、友好に活動できるよう助成をし、適応範

囲については下記の項目を満たしていること。
１．卒業科・卒業回生が同じであること（卒業科・卒業回生の重複は可能）
２．都道府県・市区町村単位であること（都道府県・市区町村の重複は可能）
３．上記１.２.の申請があった場合、参加枠の外れた同窓生の参加も可能
４．申請により同窓会役員会若しくは幹事会で承認されたもの
※各項目のいずれかに該当すればよい

（義務・助成支出条件）
第３条 助成金の支出にあたり下記のものを提出すること。

１．参加者の卒業学校・卒業回生・氏名・所属先・住所
２．全員で写った写真
３．ホームページや機関誌に載せる原稿
４．その他、同窓会事務局からお願いした物

（助成範囲）
第４条 適応範囲・第２条の詳細として助成範囲を下記のものとする

１．参加募集数に対し１割以上の参加の場合
２．参加人数が最低10人以上の場合（クラス単位は２割の出席）
３．同一事業で助成できるのは年度に付き１回までとする
４．会員参加者の中の施設数は８カ所以上とする
５．申請により同窓会役員会若しくは幹事会で承認されたもの

（助成金）
第５条 助成金は下記のものとする

１．参加募集通信費実費（葉書・封書等に関わる実費）を助成する。参加者にお
いては１人につき、金1,000円助成する

２．卒業生の定年対象年又は定年後一回に限り助成金を2,000円とする。
３．その他の活動の場合、同窓会役員会若しくは幹事会にて決定をする

（雑則）
第６条 この規程の定めるもののほかの特別な事由が生じた時は、役員・幹事会で協議決

定をする
第７条 この規程は幹事会の議決を経なければ変更することができない。

附則 この規程は平成22年４月１日より施行する
附則 この規程は平成27年５月28日より施行する

同窓会旅費規程

第１条 会長は同窓会業務のため関係役員・幹事に出張を命じることができる。
第２条 前条により出張する場合には、次の旅費を支給する。

鉄道などの運賃 実 費
宿 泊 実 費
会 費 実 費
日 当 役員会・幹事会で決議する

第３条 特別な事由による出張は会長の決裁にて支給することができる
第４条 この規程の定めるもののほかの特別な事由が生じた時は、役員・幹事会で協議決

定をする
第５条 この規程は幹事会の議決を経なければ変更することができない。

附則 この規程は平成22年４月１日より施行する

同窓会会計規程
（目的）

第１条 この規程は、岐阜医療科学大学同窓会（以下同窓会という）会則第７章第46条に
基づき、収支状況・適切な報告の提供と能率的活動を図ることを目的とする。

（適応範囲）
第２条 この規程は同窓会の会計業務のすべてに適用する。
（会計の原則）
第３条 会則及び規程の定めにより処理をしなければならない
第４条 同窓会の会計年度は会則の定めにより毎年４月１日より３月31日とする

※同窓会助成金運用規程を改訂しました。「卒業生の定年対象年又は定年後
一回に限り助成金を2,000円とする。」を追加しましたので、対象者の方は
是非ともご活用頂きますようお願い申し上げます。



群 青 の 風 平成28年３月31日第16号 （4）

平成25年度 事業報告

○会議関連

５月役員会

５月30日㈭ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）卒業生 畦元将吾氏の後援について

２）第１回GUMS学術フォーラムについて

３）シンポジストの旅費支給について

４）大学祭（岐療祭）への参画について

５）母校創立40周年記念事業について

６月役員会

６月20日㈭ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）平成24年度決算報告及び平成25年度予算案について

２）平成25年度幹事会について

３）母校創立40周年記念事業について

４）第１回GUMS学術フォーラムについて

５）就職関係について

６）その他

・選挙管理規程について

・今後の定例会について

第１回幹事会

７月６日㈯ 12時

岐阜医療科学大学 ３号館 3401教室

議 題

１）平成24年度事業報告及び決算報告について

２）平成24年度会計監査報告について

３）平成25年度事業計画及び予算案について

４）その他

・会費未納者の取り扱いの明文化について

・大学祭（岐療祭）への参画について

７月役員会

７月24日㈭ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）GUMS学術フォーラムについて

２）幹事会について

３）母校創立40周年記念事業について

８月役員会

８月28日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）第１回GUMS学術フォーラム参加者について

２）あぜもとしょうご参議院選挙について

３）母校創立40周年記念事業について

４）会報（群青の風15号）発行について

５）大学祭（岐療際）への参画について

６）その他

・通帳名義人変更について

９月役員会

９月11日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）母校創立40周年記念事業について

２）業務分担について

３）スライド原稿描出について

４）その他

・母校創立40周年意見交換会について

・母校創立40周年集合時間について

10月役員会

10月16日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）大学祭（岐療祭）への参画について

２）その他

・母校創立40周年記念事業反省点について

・名簿作成会社の来学について

・助成金申請について

・顧問について

11月役員会

11月27日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）卒業生と語る会の報告について

２）西濃印刷からの伝言について

３）ネックストラップの学内着用及び入校許可証の提示について

４）国家資格取得者への記念品について

５）母校への40周年記念品寄贈について

６）会報（群青の風15号）について

７）その他

・母校教職員との交流会について

12月役員会

12月18日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）ネックストラップの学内着用及び入校許可証について

２）会報の発行スケジュールについて

３）卒業記念品について

４）母校教職員との交流会について

５）その他

２月役員会

２月21日㈮ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）母校創立40周年を祝した記念品について

２）平成25年度学位授与式・修了証書授与式について

３）卒業記念品について

４）国家試験時の副食について

５）同窓会助成について

６）会報（群青の風15号）について

７）その他

３月役員会

平成26年３月29日㈯ 19時

岐阜グランドホテル 本館 ローズルーム

議 題

１）平成25年度学位授与式・修了証書授与式について

２）会報（群青の風15号）について

３）あぜもとしょうご氏リーフレットについて

４）時局講演会について

５）自民党ふるさと振興支部長 畦元将吾氏への協力について

６）平成26年度役員について

７）その他

○活動関連

・会報「群青の風 第15号」発刊

・母校への寄贈図書

平成25年度分として、360,498円分の図書を寄贈

・第１回GUMS学術フォーラムへの参画



群 青 の 風平成28年３月31日 第16号（5）

平成26年度 事業計画
①会報（群青の風）の発刊

②同窓会開催助成

③岐阜医療科学大学祭（岐療祭）の協力・支援

④図書館への書籍寄贈

⑤国家試験の副食等の助成

⑥卒業記念品の贈呈

⑦ホームページの運用

⑧同窓会会員名簿のクリーンアップ

⑨その他

平成26年度 事業報告

○会議関連

４月役員会

４月30日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）第１回代幹事会について

２）不達の取り扱いについて

３）故神野名誉理事長偲ぶ会について

４）その他

６月役員会

６月25日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）第１回代幹事会について

２）故神野名誉理事長偲ぶ会について

３）第２回GUMS学術フォーラムについて

平成25年度決算報告及び平成26年度予算案

項 目 平成25年度予算 備 考 平成25年度決算 備 考 平成26年度予算(案) 備 考

収
入
の
部

繰越金

手持現金 198,988 198,988 245,962

普通預金 4,246,042 4,246,042 2,114,226

定期預金 21,154,291 21,154,291 24,158,911

会 費 3,600,000 15000円×240名 4,230,000 15000円×282名 4,050,000 15000円×270名

雑 収 入 300,000 40周年会費
3000円×100名 125,000 0

寄 付 金 0 0 0

定期利息 5,000 4,620 5,000

普通利息 600 604 600

合 計 29,504,318 29,959,545 30,574,699

支
出
の
部

活 動 費 600,000 572,172 600,000

会 議 費 300,000 196,812 300,000

交 通 費 300,000 142,720 300,000

慶 弔 費 50,000 26,459 50,000

通 信 費 800,000 会報・葉書等 885,116 会報・葉書等 1,000,000 会報・葉書等

備 品 費 100,000 0 100,000

消耗品費 50,000 6,799 50,000

助 成 費 1,500,000 卒業生記念品・助成 571,143 卒業生記念品・助成 900,000 卒業生記念品・助成

特 別 費 2,000,000 40周年記念事業 1,039,495 40周年記念事業 500,000

渉 外 費 100,000 0 100,000

予 備 費 100,000 0 100,000

手持現金 600,000 245,692 274,699

普通預金 1,845,921 2,114,226 2,100,000

定期預金 21,160,000 24,158,911 24,200,000

合 計 29,504,318 29,959,545 30,574,699

平成25年７月６日㈯に岐阜医療科学大学で行われた第１回GUMS

学術フォーラムに参加した。

・岐阜医療科学大学創立40周年記念事業への参加

平成25年９月21日㈯に岐阜グランドホテルで行われた記念事業に

参加した。

・大学祭（岐療際）への参加

平成25年10月26日㈯に岐阜医療科学大学で行われた「卒業生と語

る会」という茶話会形式の座談会を行った。

・国家試験会場での副食配付

臨床検査学科 120名 36,000円

放射線技術学科 120名 36,000円

看護科 97名 29,100円

助産学専攻科 15名 4,500円

・平成24年度学位授与式・修了証書授与式

平成25年３月26日㈬に母校早緑ホールにて卒業式が行われ、本会

より増田会長が出席

また、卒業記念品として「岐阜医療科学大学同窓会」と名入れし

た、関の名産品『ハサミおよび爪切り』を本年度卒業生に贈呈

㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀



群 青 の 風 平成28年３月31日第16号 （6）

平成27年度 事業計画
①会報（群青の風）の発刊

②同窓会開催助成

③岐阜医療科学大学祭の協力・支援

④図書館への書籍寄贈

⑤国家試験の副食等の助成

⑥卒業記念品の贈呈

⑦ホームページの運用

⑧同窓会会員名簿のクリーンアップ

⑨第２回GUMS学術フォーラムの開催

⑩同窓会創立40周年記念同窓会の開催

⑨その他

４）母校への寄付金について

第１回代幹事会

７月12日㈯ 13時30分

岐阜医療科学大学 ３号館 3401教室

議 題

１）平成24年度事業報告及び決算報告について

２）平成24年度会計監査報告について

３）平成25年度事業計画及び予算案について

４）平成25年度事業報告及び決算報告について

５）平成25年度会計監査報告について

６）平成26年度事業計画及び予算案について

７）平成26・27年度役員について

８）第２回GUMS学術フォーラムについて

９）会員データのクリーンアップについて

10）その他

８月役員会

８月21日㈭ 19時

岐阜医療科学大学 ７号館

議 題

１）寄贈図書について

２）母校教職員との交流会について

３）あぜもとしょうご氏時局講演会について

４）役員人事について

５）大学祭（岐療祭）への参画について

６）その他

10月役員会

10月22日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）同窓会グッズ代金の振込について

２）印刷代金の振込について

３）ホームカミングディについて

４）本会創立40周年記念同窓会について

５）国Ｒ７回生同窓会助成について

６）卒業生と語る会の講師について

７）第32回日本診療放射線技師学術大会に伴う同窓会について

８）その他

11月役員会

11月19日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）創立40周年記念同窓会と第32回Ｒ技師全国大会の同窓会の併催に

ついて

２）第２回GUMS学術フォーラムについて

３）その他

12月役員会

12月17日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）第２回GUMS学術フォーラムについて

２）母校教職員との交流会について

１月役員会

１月21日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5201教室

議 題

１）第２回GUMS学術フォーラムについて

２）会報の発行について

３）国家試験時の副食について

４）母校教職員との交流会について

５）同窓会室について

６）会員データについて

７）その他

２月役員会

２月18日㈬ 19時

岐阜医療科学大学 ５号館 5303教室

議 題

１）第２回GUMS学術フォーラムについて

２）母校教職員との交流会について

３）国家試験時の副食について

４）同窓会室について

５）ホームページについて

６）平成26年度学位授与式・修了証書授与式について

７）同窓会創立40周年記念同窓会について

８）その他

３月役員会

３月25日㈮ 19時

岐阜医療科学大学 ３号館 3402教室

議 題

１）第２回GUMS学術フォーラムについて

２）会報の発行について

３）平成26年度学位授与式・修了証書授与式について

４）母校教職員との交流会について

５）同窓会室について

６）国Ｍ１回生データについて

７）卒業記念品について

８）本会HPについて

９）その他

○活動関連

・母校への寄贈図書

平成26年度分として、325,538円分の図書を寄贈

・大学祭（岐療際）への参画

平成26年10月25日㈯に岐阜医療科学大学で行われた「卒業生と語

る会」に参加した。

・国家試験会場での副食配付

臨床検査学科 105名 31,500円

放射線技術学科 135名 40,500円

看護科 93名 27,900円

助産学専攻科 20名 6,000円

・平成26年度学位授与式・修了証書授与式

平成27年３月20日㈮に母校早緑ホールにて卒業式が行われ、本会

より増田会長が出席

また、卒業記念品として「岐阜医療科学大学同窓会」と名入れし

た、関の名産品『ハサミおよび爪切り』を本年度卒業生に贈呈
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平成26年度決算報告及び平成27年度予算案

項 目 平成26年度予算 備 考 平成26年度決算 備 考 平成27年度予算(案) 備 考

収
入
の
部

繰越金

手持現金 245,962 245,962 908,456

普通預金 2,114,226 2,114,226 3,525,795

定期預金 24,158,911 24,158,911 24,163,731

会 費 4,050,000 15000円×270名 4,245,000 15000円×283名 4,050,000 15000円×270名

雑 収 入 0 0 0

寄 付 金 0 0 0

定期利息 5,000 4,820 5,000

普通利息 600 479 500

合 計 30,573,699 30,769,398 32,653,482

支
出
の
部

活 動 費 600,000 387,102 600,000

会 議 費 300,000 53,600 300,000

交 通 費 300,000 115,300 300,000

慶 弔 費 50,000 3,542 50,000

通 信 費 1,000,000 会報・葉書等 773,396 2,000,000 GUMS 40周年

備 品 費 100,000 30,704 500,000 同窓会室設置に
伴う備品購入

消耗品費 50,000 8,424 50,000

助 成 費 900,000 卒業生記念品・助成 799,348 1,400,000

特 別 費 500,000 0 5,500,000 ホームページGUMS40
周年名簿クリーニング

渉 外 費 100,000 0 100,000

予 備 費 100,000 0 100,000

手持現金 274,699 908,456 300,000

普通預金 2,100,000 3,525,795 284,751

定期預金 24,200,000 24,163,731 21,168,731

合 計 30,573,699 30,769,398 32,653,482

平
成

・

年
度

新
同
窓
会
役
員

26

27

会

長

増

田

豊
︵
国
Ｒ
３
)

副
会
長

伊

東

明

宏
︵
国
Ｍ
９
)

上

平

公

子
︵
短
Ｎ
２
)

会

計

野

倉

伸

夫
︵
短
Ｒ

)
18

書

記

南

武

志
︵
短
Ｍ

)
19

酒

向

俊

行
︵
短
Ｒ

)
13

福

澤

大

樹
︵
短
Ｎ

)
15

監

査

森

晴

雄
︵
国
Ｍ
６
)

奥

村

大

輔
︵
短
Ｒ

)
12

中

島

章

仁
︵
短
Ｎ
８
)

広

報

中

山

章

文
︵
国
Ｍ
７
︶

杉

浦

明

弘
︵
短
Ｒ

)
18

林

賢

二
︵
短
Ｎ
８
)

籠

橋

真

美
︵
短
Ｎ
６
)

山

田

悠

貴
︵

︶

事
務
局
長

小
野
木
満
照
︵
国
Ｒ
４
︶

平成26年度及び平成27年度退職者一覧

学科 役 職 氏 名 退 職 日

Ｍ 教 授 只 野 憲 二 平成27年 3月31日

Ｒ 教 授 藤 垣 康 子 平成27年 3月31日 27年度特任

Ｎ 教 授 阿 部 順 子 平成27年 3月31日

Ｎ 学科長､教授 加 藤 義 弘 平成27年 3月31日

Ｎ 講 師 田 中 和 奈 平成27年 3月31日

Ｎ 講 師 山 口 陽 子 平成27年 3月31日

Ｎ 助 教 瓜 巣 敦 子 平成27年 3月31日

Ｎ 助 教 下 元 美 佳 平成27年 3月31日

Ｎ 助 手 和 田 裕 子 平成27年 3月31日

PM 助 教 森 仁 美 平成27年 3月31日 27年度特任

Ｍ 準職員 土 屋 洋 子 平成27年 3月31日

Ｎ 教 授 鮎川まさよ 平成27年12月31日

Ｎ 講 師 肥後恵美子 平成28年 1月31日

32nd JCRT in岐阜における

Ｒ学科同窓会の案内

Ｒ学科卒業生の皆様お元気ですか？標題の同窓会

を卒業生全体で催したいと思います。参加要件は、

岐阜医療科学大学（短大・学院含）の卒業生であり

学術大会主催の情報交換会参加費を納めた者です

（3,000円を同窓会が助成します）。ぜひ皆様参加し

ていただき柳ヶ瀬の夜を満喫しましょう‼

ＧＵＭＳ Ｒ学科同窓会

（大学・短大・学院）

期日：平成２８年９月１６日（金）２０時から

場所：柳ヶ瀬 酒場

要件：①卒業生 国際医学総合技術学院

岐阜医療技術短期大学

岐阜医療科学大学

②32nd JCRT in 岐阜 情報交換会参加費納入者

③参加申込者

ＧＵＭＳ

同窓会

氏名
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第
三
回
Ｇ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
案
内

平
成
二
七
年
度
の
第
二
回
に
続

き
、
第

三

回

Ｇ

Ｕ

Ｍ

Ｓ

学

術

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
が
決
定
し
ま

し
た
。
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

﹁
臨
床
と
研
究
﹂
で
す
。

臨
床
の
中
に
は
非
常
に
多
く
の

研
究
テ
ー
マ
が
存
在
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は
研

究
の
進
め
方
を
十
分
に
学
習
し
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
臨

床
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
行
っ
て
い

く
必
要
性
な
ど
、
そ
の
意
義
に
つ

い
て
も
あ
ま
り
考
え
て
こ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
臨
床
研
究

は
職
種
や
施
設
に
よ
り
そ
の
状
況

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
今
回

の
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
臨
床

を
テ
ー
マ
に
進
め
て
い
く
研
究
に

つ
い
て
、
他
施
設
状
況
の
報
告
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
教
育
講
演
等
を

通
じ
て
議
論
を
深
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

加
え
て

例
年
通
り
、

テ
ー
マ
演

題
並
び
に

そ

の

他

テ
ー
マ
に

つ
い
て
も

募
集
し
ま

す
。
現
在

行
っ
て
い

る
研
究
の
途
中
経
過
や
、
以
前
発

表
し
た
内
容
を
再
考
し
て
発
表
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
演

題
登
録
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
四
月
一
日
か
ら
八
月
末
日
ま

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方

の
発
表
・
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

決
ま
り
次
第
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
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編

集

後

記

一
五
㎜
大
の
胆
嚢
結
石
が
二
つ
。

先
日
、
つ
い
に
手
術
を
し
ま
し
た
。

短
大
三
年
の
秋
、
腹
部
超
音
波
検

査
の
実
習
中
。
ど
こ
か
の
施
設
か

ら
譲
り
受
け
た
古
い
超
音
波
診
断

装
置
を
使
用
し
、
患
者
役
の
私
の

胆
嚢
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
小
野
木
先

生
が
、
画
面
を
見
つ
め
て
一
言
、

﹃
⋮
あ
と
で
病
院
行
こ
う
か
﹄
と
。

あ
れ
か
ら
二
〇
年
、
炎
症
を
起
こ

さ
ず
お
と
な
し
く
育
っ
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
で
す
。

懐
か
し
い
仲
間
と
同
窓
会
で
も

し
ま
せ
ん
か
？
岐
阜
医
療
科
学
大

学
同
窓
会
で
は
、
同
窓
会
開
催
時

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｄ
・
Ｏ

畦
元

将
吾
氏

あ
ぜ
も
と

し
ょ
う
ご

を

応
援
し
よ
う

畦
元
氏
が
、
私
財
を
投
入
し
て

参
議
院
選
挙
に
挑
ん
で
か
ら
三
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
東
京

の
︵
公
社
︶
日
本
診
療
放
射
線
技

師
会
本
部
へ
当
選
祝
い
に
行
っ
た

つ
も
り
が
、
落
選
が
決
定
し
て
夜

を
悶
々
と
過
ご
し
、
翌
日
選
挙
・

政
治
を
知
ら
な
い
田
舎
侍
が
岐
阜

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
二
度
目
の
挑
戦
を
し
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
番
組
﹁
波

乱
万
丈
﹂
に
も
出
演
し
ま
し
た
が
、

畦
元
氏
の
目
標
は
Ｔ
Ｖ
に
出
演
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
よ
り
良
い
医

療
環
境
づ
く
り
が
目
標
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
医
療
社
会
を
考

え
て
い
く
に
は
、
畦
元
氏
の
よ
う

な
病
院
と
い
う
臨
床
現
場
を
経
験

し
そ
れ
を
土
台
に
企
業
し
た
人
に

託
す
の
が
良
い
方
法
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

増
田
も
今
年
六
〇
歳
を
迎
え
る

初
老
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
至
る

ま
で
に
臨
床
現
場
に
立
ち
思
う
こ

と
は
、
臨
床
現
場
の
ア
ラ
イ
メ
ン

ト
の
悪
さ
で
す
。
も
っ
と
チ
ー
ム

医
療
が
優
先
す
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
が
大
切
だ
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
す
。

﹁
あ
ぜ
も
と
将
吾
は
、
病
院
検

査
に
お
い
て
現
場
に
合
っ
た
正
し

い
法
的
ル
ー
ル
を
作
り
、
国
民
の

皆
様
の
健
康
を
守
る
と
と
も
に
現

場
環
境
を
改
善
し
、
安
心
・
安
全

な
医
療
環
境
を
実
現
し
ま
す
。
﹂

こ
れ
が
畦
元
氏
の
国
民
の
皆
様
に

対
す
る
公
約
で
す
。

畦
元
氏
の
公
約
は
、
日
本
医
療

安
全
学
会
理
事
長
・
国
際
医
療
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
会
理
事

長

東
京
大
学
の
酒
井
亮
二
先
生

が
訴
え
て
い
る
﹁
安
心
・
安
全
な

医
療
環
境
を
日
本
で
完
成
し
世
界

へ
広
め
よ
う
﹂
に
合
致
す
る
も
の

で
す
。

投
票
用
紙
に
は
個
人
名
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
長

増
田

豊
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